
 

 

 

 

２月４日（金）の開会式で幕を開けた北京五輪も、今週末の２０日 

（日）にはフィギュアスケートのエキシビション（成績上位者や開催 

国選手による採点や順位をつけない演技）が行われ、その後、閉会式 

を迎えます。約２週間あまりの五輪でした。競技を終えた選手は、す 

でに多くが帰国しているようです。これもコロナの影響でしょう。 

皆さんは、今回の五輪でどのような場面が印象に残っていますか？ 

見事に金メダルを獲得したジャンプの小林陵侑選手や、スノーボード 

の平野歩夢選手のカッコイイ姿でしょうか？ 

今回の五輪では、いくつもの残念な場面も目にしました。大ジャン 

プを決めた後に、スーツの規定違反で失格になってしまった場面、男 

子フィギュアスケートで、前人未到の３連覇を狙いながら、氷にでき 

たわずかなくぼみに足を取られ、普段では考えられないジャンプミス 

を犯してしまった場面、スピードスケートでは女子団体パシュートで 

ゴール手前の最後のコーナーで転倒してしまい、惜しくも金メダルを 

逃してしまった場面・・・。悔しがったり、涙を流したりする姿が、 

金メダルを獲得した選手以上に心に強く残っています。 

私たちの想像を、はるかに超える努力を積み重ねてきた代表選手の皆さんです。掛ける言葉も見つか

りませんが、大きな拍手で健闘を称えたいと思います。そして、今回の無念な姿から、私たちも何かを

学び、これからの生活に生かしていくことが大切ではないかと思います。 

 

 

３年生の教室にある「カウントダウンカレンダー」の数字が、とうとう一桁になりました。徐々に近

づいて来ていることはわかっていましたが、本当にもう目の前に卒業の日があります。３年生の生徒２

名に、「卒業を前に伝えたい思い」というテーマでコメントを寄せてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番、言わなきゃいけない人への「ありがとう」を忘れないように。（それが誰なのかは自分で考えなさい！） 
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平野歩夢選手のハーフパイプの演技 

マスコット「ビン・ドゥンドゥン」 

（可愛さにハマりました） 

卒業まであとわずかになりました  「卒業を前に伝えたい思い」 

「友達へ」 

勉強がうまくいかなくて辛い時や、受験のことで不安がいっぱいの時も、どんな時も笑顔にしてくれて、そのおかげで

辛いことも乗り越えることができました。困っている時は助けてくれたり、受験勉強を応援してくれたり、こんなにも素

敵な友達に囲まれて幸せでした。中学校３年間の思い出はどれも宝物です。本当に３年間、ありがとう。 （女子） 

「クラスのみんなへ」 

先生、クラスのみんな、この１年間ありがとうございました。先生やクラスのみんなのおかげで、最高の中学校生活が

送れました。本当に楽しい毎日でした。高校生になっても、自分らしさを失わずに成長していきたいです。何年か後に、

同窓会で会えることを楽しみにしています。本当にありがとうございました。 （男子） 



 

２月１０日（木）、１４日（月）、１５日（火）の３日間にわたって、１・２年生の学年末テストを実

施しました。１日目の後に３連休を挟むという少し変則な日程でした。３連休前にテストが終わってい

ると、この３連休はずいぶん羽を伸ばすことができたと思いますが、コロナも心配な時期でしたので、

ちょうど良かったのではないかと思います。 

来年度は、２月１５日（水）～１７日（金）に、３学年とも実施する予定（３年生は２日間５教科の

み）です。公立高校の入試日程が早まるため、市全体で同じような形式になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２８日（月）の午後に予定している「卒業生を送る会」は、まん延防止等重点措置の期間中につき、

生徒のみ（体育館には３年生のみ）で行い、保護者や来賓の方には公開しません。送る会の中で使用した「思

い出スライド」など映像の一部を、卒業式の後に体育館で放映することは考えています。ご了承ください。 

今年度最後のテスト 学年末テストが終了しました 

真剣に学年末テストに取り組む生徒たちの様子です（２月１０日、１５日撮影） 

学年末テストを終えて 

僕がこの学年末テストで頑張ったことは、毎日、勉強の計画を立てて、効率良く勉強ができるようにすることです。その中で

も、特に徹夜をしなくても済むように計画を立てることを意識しました。その甲斐あって、勉強時間が前回のテストよりも大幅

に増加しました。テスト当日は、少し緊張しましたが、自分が出せる力を最大限出すことができたと思います。２年生最後のテ

ストは、３年生に進級するに向けて、自分を成長させるテストになりました。                      （２年生男子） 

私は前回の後期中間テストの点数や順位がとても良かったので、今回の学年末テストでなるべく下がらないようにすること

を目標に頑張りました。前回の反省点を生かして、授業プリントの見返し、教科書の音読、配布された問題プリントを重点的に

解き直しました。全体の勉強時間は前回と大差はないけれど、質は前回より高くなったのではないかと思います。反省を反省

のまま終わらせるのではなく、今後の注意点として自分に生かしていけるように、これからも意識していきたいです。 

（２年生女子） 

学年末テストに向けて、自分なりに一生懸命に勉強をしてきた中で、気がついたことがありました。それは、勉強量と勉強方

法によって、テストの手ごたえが変わってくるということです。当たり前のことかも知れません。理解しているつもりで、しっか

り勉強をしていなかった単元は、テストを受けてみると手ごたえを感じませんでした。これからは理解しているつもりでも、繰

り返し勉強をしていくことが大切であることを感じました。次のテスト勉強に生かしたいと思います。     （１年生女子） 

今回のテストは９教科なので、早めにテスト勉強にとりかかったつもりでした。テストは思っていたよりも難しく、解けない問

題が多数ありました。テスト前にテスト勉強をすることは、もちろん大切ですが、日頃の課題を何となくやり過ごすのではなく、

間違えた問題などをその都度、しっかり復習しておくことが重要であることを学びました。これからの学習に生かし、次のテス

トに備えたいと思います。                                                     （１年生男子） 

「卒業生を送る会」は生徒のみで行い、公開はしません 


